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業務用ＬＰガス消費機器を 

ご使用のみなさまへ 

 

 

経済産業省九州産業保安監督部 保安課   

 

 

業務用厨房施設等における一酸化炭素（ＣＯ）中毒事故の防止について 

（注意喚起） 

 

 九州産業保安監督部管内において、令和６年５月、液化石油ガス（以下「ＬＰガス」という。）

にかかる２件の一酸化炭素（以下「ＣＯ」という。）中毒事故が発生しました。 

 ２件とも厨房施設で発生し、１件は換気不足、１件は給気フィルターの目詰まりが原因と考え

られています。いずれも消費設備が不完全燃焼を起こし、ＣＯが発生したと推定されます。 

当部管内でのＬＰガスにかかるＣＯ中毒事故は平成３０年７月を最後に５年９か月の間発生し

ていませんでしたが、この１ヶ月の間に２件発生していますので、類似事故を防止するため、業

務用ＬＰガス消費機器をご使用のみなさまにおかれましては、下記事項にご注意のうえ、ＬＰガ

スの消費設備（以下「ガス機器」という。）を使用していだだきますようお願いします。 

 

記 

 

１．換気忘れにご注意を！ 

給気口が荷物などで塞がっていないか、確認してください。 

給気不足だと不完全燃焼を起こし、ＣＯ中毒の原因となります。 

特に業務用の厨房はガスの使用量が多く、長時間使用するため、十分な換気が必

要です。 

 

２．換気の確認とレンジフードのお手入れ！ 

ガス機器を使うときや使用中は、換気扇や排気ファンが稼働していることを必ず

確認してください。 

換気設備・排気設備・ガス機器の給気口などに油汚れやホコリが詰まっていませ

んか？？ 

給気不足により不完全燃焼が起こり、ＣＯが発生する場合があります。 

 

３．万一に備え「業務用換気警報器」の設置 

ＣＯは極めて毒性が強く無色無臭です。 

気づかぬうちにＣＯ中毒になると身体が動かなくなり死に至ることもあります。 

業務用換気警報器はＣＯを感知して、ランプと音とでお知らせします。 



 

４．ガス機器の異常を感じたらすぐ連絡！ 

ガス機器の炎が安定しない・炎の色が赤い・においがするなどの異常を感じたと

きは、すみやかにガスの使用をやめてＬＰガス販売事業者に連絡してください。 

ガス機器は日頃からお手入れをしましょう。 

 

 

 

 （参考：経済産業省ホームページ） 

「ガスを安全に使用していただくために」 

https://www.meti.go.jp/policy/safety_security/industrial_safety/sangyo

/lpgas/gas_anzen/room/equipment/ 

「ガスを安全に利用する４つのポイント」（パンフレット） 

https://www.meti.go.jp/policy/safety_security/industrial_safety/sangyo

/lpgas/kouhou/gas_leaflet_blue.pdf 

 

 

 

問い合わせ先           

経済産業省 九州産業保安監督部 

保安課 液化石油ガス係    

０９２－４８２－５４６９   

https://www.meti.go.jp/policy/safety_security/industrial_safety/sangyo/lpgas/gas_anzen/room/equipment/
https://www.meti.go.jp/policy/safety_security/industrial_safety/sangyo/lpgas/kouhou/gas_leaflet_blue.pdf


飲食店事業者の不適切な使用等に起因する
事故が毎年発生しています。

お店の方だけでなくお客様にも被害が出るケースがあります
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